本同意書テンプレート利用時の注意点：
· 本同意書は参考テンプレートであり、ご自身の責任において活用ください。
· 本同意書の表現、項目などは必要に応じて変更して利用してください。
· 本同意書の利用により生じた損害等の一切のICFジャパンは責任を負いかねます。

コーチングセッション同意書（例）

コーチ　　　　　　　　　　がクライアント　　　　　　　　　　に対して、国際コーチング連盟（ICF:International Coaching Federation）のプロフェッショナルコーチとして、コア・コンピテンシーと倫理規定に基づくコーチングサービスを提供するにあたり、双方は以下の事項に同意します。

1. 具体的な進め方（セッション方法）
· 形態：　□対面　　□電話　□オンライン　□随時決定
【場所・方法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
· 時間及び回数：	＿＿＿分／回を＿＿＿回／月
· 変更：　クライアントがセッションの日時変更を希望する際、予定の＿＿＿＿前までに連絡の場合は他の日時への振替を可能とします。また、連絡なくセッションに＿＿分以上遅れの場合はキャンセルとみなし、振替及びセッション費用の返金は行いません。クライアントの都合によりセッションに遅れた場合にも、原則として時間の延長は行わないこととします。
コーチが何らかの理由によりセッションの日程変更を希望する場合には、事前に他の日程への振替の連絡を行います。

2. 費用
クライアントは、コーチングセッションの費用対価として以下の金額を、本同意書合意後
支払期限内に支払うこととします。
費用：	＿＿＿＿＿＿円　×＿＿回　＝＿＿＿＿＿＿＿円（税抜・税込）
振込先：	＿＿＿＿＿＿＿＿銀行　＿＿＿＿＿支店（普／当）口座番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿
名義＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
支払期限：　＿＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿＿日
振込手数料は　□コーチ負担　□クライアント負担　とします。
[bookmark: _Hlk36393628]交通費は、□コーチ負担　□クライアント負担　とします。
場所代は、□コーチ負担　□クライアント負担　とします。
飲食代は、□コーチ負担　□クライアント負担　とします。

3. 契約期間とスケジュール
· 契約期間：　＿＿＿＿年＿＿月＿＿日　～　＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
· 変更／解約：　希望日の＿＿＿日前までに申し出ることとします。

4. 終了条件　
· 規定回数、もしくは契約期間の終了をもって本同意事項は終了します。
· 契約延長及び契約内容を変更する場合には、速やかに再度同意書を交わすこととします。

5. 守秘義務　
· コーチはクライアントから公開の同意が得られない限り、コーチングに関わる中で取得した情報を保護し、利害関係者との合意および関連する法律に合わせて、クライアント情報の守秘義務を守ります。
· 情報が機密にされない条件(例えば、違法行為、有効な裁判所命令または召喚状に基づいて求められた場合、または本人や他の人に危害が及ぶリスクが明らかにある、あるいはありそうな場合、等)について、クライアントとスポンサーまたは利害関係者と明確に理解を得、上記の状況のいずれかがあてはまると合理的に判断する場合、適切な当局に通知せざるを得ないことがあります。[footnoteRef:1] [1: 1クライアントとは：コーチングを受けている個人やチーム/グループ、スーパーバイジングまたはメンタリングされているコーチ、あるいはトレーニングを受けているコーチや学習者
スポンサーとは：提供されコーチングサービスの料金を支払う、および/または設定または決定する存在（その代理者を含む）
〔2020年ICF倫理規定より〕] 


6. 責任範囲
· コーチングは医学的治療・診断、精神分析、心理療法又はカウンセリングを目的とするものではないため、コーチはセッションにおいてこれらに該当する行為をいたしせん。
· クライアントが反社会的勢力に関わっていた場合や社会通念上不適切と思われる行為を働いた場合、コーチはクライアントの合意なく本契約を取り消すことができます。

7. 争点の際の管轄裁判所、記載のない項目の協議事項
· 本同意書に定めのない事項については、両者誠意をもって協議の上これを解決します。
· 本同意書に関して生じた一切の争訟は　　[footnoteRef:2]地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。 [2:  実際のビジネス発生場所の管轄裁判所] 


＝　同意事項　＝（すべての項目に✓がつくことで本同意書は有効になります。）
· 国際コーチング連盟のコーチングと倫理規定について説明を受けました。
· コーチとクライアントの関係性の中で、何が適切で何が適切でないか、何が提供され何が提供されないか、説明を受け理解しました。
· 上記の１～7の項目についてすべて合意しました。

コーチ及びクライアントは、本書2通に署名押印又は記名捺印を行うことで、本同意書の内容に合意したこととし、各自各1通を保管します。

コーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

クライアント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
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